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1. はじめに 

我々は低コスト YBCO 線材の開発を目的に、

{100} <001> 集合組織を有する Ni めっき Cu テ

ープ (Ni / Cu / SUS) 上に導電性を有するバッフ

ァ層を介して YBCO をエピタキシャル成長させる

線材構造を研究している。この線材構造では、

YBCO 層の一部で超伝導性が破れた際、YBCO

層を流れる電流は導電性バッファ層を通って、安

定化層とテンプレートを兼ねた Cu テープに回避

することが可能である。当研究室ではこれまでに、

導電性バッファ層として SrTi0.95Nb0.05O3 (Nb-STO) 

を用いた YBCO / Nb-STO / Ni / Cu / SUS試料を

作製し、2.6 MA cm
-2

 (77 K、自己磁場中) の臨界

電流密度 (Jc) を有することを示した[1]。また、電

流-電圧特性から臨界電流 (Ic) を超えた際に、

一部の電流が安定化層である Cu テープに回

避することを確認した[2]。 

 しかし、導電性バッファ層として用いた Nb-STO

中の酸素拡散係数が十分に小さくないため、酸

素雰囲気中でのYBCOの成膜中などに電気抵抗

率が上昇してしまい、Cu テープへの電流回避を

阻害する こ とが懸念される 。本研究では
Sr1-xLaxTiO3 (La-STO) (x = 0.6, 0.7, 0.8, 0.9, 0.95) 

を導電性バッファ層として用いることでこの課題の

解決を試みた。Ni / Cu / SUSテープ上に La-STO

層及び YBCO 層を作製し、それらの配向度、電

気抵抗率、I-V特性および微細組織を調べた。 

 

2. 実験方法 

 La-STO 薄膜及び YBCO 薄膜の成膜には PLD

法を用いた。La-STO薄膜はNi / Cu / SUSテープ

及び単結晶LaAlO3基板上に成膜した。YBCO薄

膜は Ni / Cu / SUSテープ上に La-STO薄膜を形

成し、その上に成膜を行った。これらの薄膜の微

細組織の観察は SEM、TEMを用いて行い、配向

度の測定は X 線極点図測定により行った。電気

抵抗率及び I-V 特性の測定は四端子法を用いた。

なお、La-STO薄膜の電気抵抗率測定に関しては

単結晶 LaAlO3基板上に成膜した La-STO薄膜を

用いて行った。 

 

3. 結果及び考察 

 Fig. 1 に単結晶 LaAlO3 基板上に成膜した

as-grown 状態の La-STO 薄膜の電気抵抗率を示

す。La ドープ率 xを増加させていくにしたがって、

電気抵抗率も増加した。次に、Ni / Cu / SUSテー

プ上 La-STO薄膜 (x = 0.6、0.95) を作製したとこ

ろ、良好な 2軸配向が得られた。この La-STO / Ni 

/ Cu / SUS試料上に YBCO薄膜の成膜を行った。 

Fig. 2 (a) に YBCO / La-STO (x = 0.6) / Ni / Cu / 

SUS試料の、(b) に YBCO / La-STO (x = 0.95) / 

Ni / Cu / SUS試料の YBCO (102) 極点図を示す。

いずれの YBCO薄膜についても良好な 2軸配向

が得られた。 

当日は、その他のLaドープ率のLa-STOを導電

性バッファ層として用いた試料の結果についても

報告する。 
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Fig. 1  The electrical resistivity of the La-STO 

thin films measured at 77 and 300 K. 

 

Fig.2 X-ray (102) pole figures for the YBCO 

deposited on (a) the La-STO (x = 0.6) / Ni 

/ Cu / SUS and (b) the La-STO (x = 0.95) 

/ Ni / Cu / SUS samples. 
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